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　子宮頸がんは，子宮頸部にできるがんであり，
日本では年間約 10000 人が罹患し，約 2800 人
が死亡する病気である。ほとんどの子宮頸がん
は HPVウイルス（ヒトパピローマウイルス）
へ感染することが原因で発症する。HPVワク
チンは，接種により HPVウイルスへの感染を
防ぎ，子宮頸がんの罹患を予防することができ
る。本研究は，2022 年４月から 2025 年３月ま
での３年間行われている，1997 年４月２日か
ら 2007 年４月１日生まれの女性を対象とした
HPVワクチンキャッチアップ接種の接種率向
上を目的としている。本研究では特に，「HPV
ワクチン未接種で，接種意思のない女性が，接

種をしたいと思うまで」に着目し，HPVワク
チンの接種意思が向上するナッジメッセージを
提案する。具体的には，ワクチン費用に関する
情報と，ワクチンの効果に関する情報の２種類
の情報を用いて，それぞれの情報で損失を強調
したメッセージと，利得を強調したメッセージ
を作成し，オンラインアンケートを用いたラン
ダム化比較試験（RCT）によってメッセージの
有効性を検証した。その結果，ワクチンの効果
に関する情報を用いて損失を強調したメッセー
ジと，ワクチンの効果に関する情報を用いて利
得を強調したメッセージが，ワクチンの接種意
思を約 30％ポイント向上させた。
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